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Ⅰ．目的制度概要等 

  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」により、各地方自治体の教育委員会は、

毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況（主な事務事業）について、自ら点

検及び評価を行い、その結果を議会に報告するとともに、公表することとなっている。 

  富士川町教育委員会においても、より効果的な教育行政の推進を図るべく、実施した

事務事業についての点検・評価を行い、その結果を報告書とした。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任

された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任され

た事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関

する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

 

 

Ⅱ．点検・評価の方法 

  教育委員会の権限に属する事務について、教育大綱及び教育振興計画に掲げる各施策

の項目ごとに自己点検及び評価を行った。 

  また、事務について次のとおり分類した。 

   １ 教育委員会の活動  ２ 教育委員会各課において執行した事務事業 

 

 

Ⅲ．新型コロナウイルス感染症による自己評価の視点 

    令和２年３月６日に山梨県内で初となる、新型コロナウイルス感染者が報告されて以

降、本町教育委員会として、管内小・中学校の臨時休業、社会教育施設、社会体育施設

の休館及び各種イベント等の延期又は中止など様々な対応に取り組んできました。 

    令和２年度以降は、実施した事務事業について点検・評価を行い、その成果、課題を

報告書としてまとめましたが、新型コロナウイルス感染症への対応といたしましては、

今後も「新しい生活様式」と「ウイズコロナ」の視点を取り入れ、感染症対策等工夫を

凝らしながら、活動を進めることとします。 
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Ⅳ．点検・評価の結果 

 

 １ 教育委員会の活動 

⑴  教育委員の構成（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 

職  名 氏  名 任  期 備  考 

教 育 長 野 中 正 人 
令和３年４月１日～ 

 令和６年３月３１日 

令和３年４月１日 

 教育長就任 

教 育 長 

職 務 代 理 
大 森 き よ 子 

令和元年６月１４日～ 

 令和５年６月１３日 

令和３年４月１日 

 教育長職務代理就任 

委 員 秋 山 悦 彦 
令和３年６月２３日～ 

 令和７年６月２２日 
 

委 員 中 村 髙 志 
平成３０年６月２５日～ 

 令和４年６月２４日 
 

委 員 望 月 正 人 
平成３０年６月２５日～ 

 令和４年６月２４日 
 

 

 (2) 教育委員会の活動状況 

  ① 委員会の開催状況（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 

会  議 開 催 日 議案件数 協議件数 報告件数 

定例会（ ４月） 令和 ３年 ４月２６日  １ ４ 

定例会（ ５月） 令和 ３年 ５月２５日 ４  ４ 

臨時会（ ６月） 令和 ３年 ６月１４日  ２ ２ 

定例会（ ６月） 令和 ３年 ６月２５日 １  ５ 

定例会（ ７月） 令和 ３年 ７月２６日 ２ ２  

定例会（ ８月） 令和 ３年 ８月２５日 ４  ５ 

定例会（ ９月） 令和 ３年 ９月２４日  １ ３ 

定例会（１０月） 令和 ３年１０月２５日   ３ 

定例会（１１月） 令和 ３年１１月２６日 １ ２ ２ 

定例会（１２月） 令和 ３年１２月２７日 ２  ３ 

定例会（ １月） 令和 ４年 １月２５日  １ １ 

定例会（ ２月） 令和 ４年 ２月２５日 ６  ２ 

定例会（ ３月） 令和 ４年 ３月２５日   １１ 

 

 ② 委員会以外の活動状況（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 

    教育長及び教育委員の、委員会以外の主な活動は次のとおりである。 

     ・山梨県市町村教育委員会連合会 

       山梨県内の教育委員会で構成されている団体で、国・県への要望活動や研修等

を行っている。令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、秋季研

修会、春季研修会、定期総会のいずれも書面開催となった。 
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     ・峡南地区教育委員会連合会 

       峡南地区の教育委員会で構成されている団体で、県への要望活動や研修を行っ

ている。令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、全ての会議が

書面開催となった。 

       また、関東甲信越静市町村教育委員会連合会の総会及び研修会も、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止のため中止となった。 

     ・学校訪問 

       町内の小中学校５校を訪問し、授業実施状況や授業内容の確認、教職員との意

見交換を行っている。 

       令和 ３年 ６月１６日  鰍沢小学校、鰍沢中学校 

       令和 ３年 ７月 １日  増穂南小学校、増穂小学校 

       令和 ３年 ７月 ９日  増穂中学校 

     ・給食試食会 

       毎年度、学校給食週間に合わせ、管内小中学校の給食試食会を行い、児童生徒

や栄養士との意見交換を行っているが、令和３年度は、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、学校訪問に合わせ実施した。 

       令和 ３年 ７月 １日  増穂小学校 

 

     ・各小中学校入学式、卒業式 

       毎年、管内小中学校５校の入学式及び卒業式に来賓として出席しているが、令

和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、規模の縮小・時間の短縮

を図るなかで、来賓出席はなかった。 

   

    ・各小学校運動会、各中学校学園祭 

       毎年、管内小学校３校の運動会、中学校２校の学園祭に来賓として出席してい

るが、令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、出席しなかった。 

 

     ・町民体育祭 

       令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止となった。 

       

     ・成人式 

       令和 ４年 １月 ８日  はくばく文化ホール 

        

     ・その他各種会議、各種イベント事業 

 

 

 

 

 

 



 - 4 - 

 ２ 教育委員会各課において執行した事務事業 

 

 ⑴ 家庭・地域・学校の連携 

 

  ① 家庭教育、幼児教育の充実 

 

   ・就園奨励事業の推進、幼児教育の振興 

概 要 

 本町に住所を有し幼稚園に就園している園児の保護者に対しては、就園

奨励費補助金を交付し、幼児教育に係る保護者負担の軽減を図ってきたが、

国の法改正により、令和元年度より新しい無償化事業が始まったことに伴

い、同補助金も廃止となった。 

 令和２年度からは、私立幼稚園等施設等利用費補助金として、事業を子

育て部局に所管替えを行い、幼児教育の振興を継続していく。 

成 果  

課 題  

 

   ・青少年育成区民会議の継続開催 

概 要 

 「青少年の非行・被害防止全国強調月間（学校が夏休みに入る毎年７月）」

に合わせ、各地区において区民や小中学校関係者参加のもと、青少年の健

全育成をテーマとし、区民会議を開催している。 

成 果 

 少子化等の影響により、これまでの各地区が７月に一斉に区民会議を実

施することが困難となってきたことから、令和３年度からは、各地区の実

情に応じた青少年育成活動を各地区でそれぞれ実施することとなった。 

課 題 
 各地域において、地域の子どもは地域で守るという青少年育成活動の意

識の定着が必要である。 

 

   ・地域ぐるみの食育の推進 

概 要 

 富士川町食育推進計画に従い、保育所、学校など関係機関と連携しなが

ら、地域の特性や歴史風土を活かした食育に努めている。 

 （地場産品の活用を通した食文化継承等） 

 また、委員会として、町広報誌において取り組みを紹介している。 

成 果 
 子どもの頃から健全な食生活を送ることで、生涯にわたる健全な心身の

育成につながっている。 

課 題 
 平成２９年度から５年間を計画期間とした「第２次富士川町食育推進計

画」に基づき、様々な取り組みを行っていく必要がある。 
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  ② 青少年健全育成 

 

   ・異年齢交流キャンプ等による自然体験の開催 

概 要 

 大自然の中で、野外体験活動や自然の観察をしながら環境問題への興味、

関心を高め、また、異年齢集団での宿泊活動を通して、自主性、協調性を

育て、あわせて地域ジュニアリーダーとしての育成を図るため、増穂ふる

さと自然塾を会場に自然体験会（ナイトハイク、キャンプファイヤー等）

を実施している。 

成 果 

 令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止により、日帰りで実施

した。小学４年生から６年生の１５名が参加し、雨畑硯体験や大柳川渓谷

散策を行った。 

身近な自然や産業への興味や関心が深まり、異年齢集団での活動により、

自主性や協調性が育てられた。 

課 題 
 新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を考慮すると、密になるテン

トでの宿泊が再開できない。 

 

   ・青少年団体活動を通じた子どもたちの健全育成 

概 要 

 町内の子どもたちが、スポーツを通してお互いの親睦を深めるとともに、

健康な精神を養うことを目的とし、球技大会（グラウンドゴルフ）を実施

している。 

「スポーツによる青少年の健全育成」を目的とするスポーツ少年団につい

ては、サッカー、ソフトテニス、バドミントン等の１３団体で構成され、

町内各小中学校へ募集案内を行い、２７４名の入団があった。 

 ３歳以上の幼児の入団はなかった。 

成 果 

 令和３年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止により、球技大会につ

いては中止とした。 

 スポーツ少年団活動は、発育発達段階を考慮したスポーツ活動の他、学

習活動、社会活動など、青少年が心も体も大きな成長変化を遂げる時期に

多様なプログラムを実施することによって、社会性を身につける契機とな

っているとともに、定期的な運動を通して体力の向上にもつながっている。 

 令和３年度は、ウイズコロナという考えのもと感染対策を徹底したうえ

で、子どもたち練習活動や対外試合などコロナ禍以前の活動へ徐々に近づ

きつつあり、関東大会や全国大会に出場する単位団もあった。 

 また、県が主催する指導者の講習会、研修会も人数制限や時間短縮で行

われるなかで参加した。 

課 題 

 少子化による団員の確保、３歳以上の幼児の見学・体験入団を行い、入

団の促進及び入団する幼児の指導についても今後の課題である。 

 指導者についても高齢化が進み、後継者の育成や支援をしていく必要が

ある。 
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   ・地域ぐるみの子育て健全育成の取り組み 

概 要 
 町をはじめ、学校関係者や青少年育成団体などと連携して、夏季生活指

導推進会議や冬季生活指導推進会議を開催している。 

成 果 
 令和３年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止により、夏季並びに冬

季の生活指導推進会議については中止とした。 

課 題   

 

  ③ 安全安心な地域づくり 

 

   ・スクールガードリーダー、ふれあい１１０番の家など防犯活動の充実 

概 要 

 児童の登下校時の安全確保のため、スクールガードリーダーを配置し、

子どもへの指導、通学路の安全確認等を行っている。 

 １日４時間、週２日実施している。（小学校３校で実施） 

 ふれあい１１０番の家の利用にあたっては、防災交通課と連携し、各学

校において周知を行っている。 

 また、毎年４月に新１年生へ防犯ブザーの貸与を行っている。 

成 果 

 スクールガードリーダーについては、鰍沢警察署のスクールサポーター

とも連携がとれており、重大な事件事故も発生していないことから、事業

の効果は大きい。 

 また、防犯ブザーについては、児童・保護者の防犯意識の高揚及び犯罪

の抑止につながっていると考えられる。 

課 題 

 教育委員会・警察・学校がさらに連携を深めるための施策を展開してい

きたい。 

 防犯ブザーの貸与は、今後も継続して実施していくことが望ましい。 

 

   ・地域ぐるみの安全・安心への取り組み 

概 要 

 青少年育成富士川町民会議各部会により、小中学生の登校時に合わせた

あいさつ運動(年４回)、夏季の夜間パトロール（年２回）、社会環境実態調

査（成人向け図書類の陳列販売の状況確認など）を実施している。 

成 果 

 令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止により、夏季の夜間パ

トロールについては中止とした。また、あいさつ運動や社会環境実態調査

については、感染症対策に留意しながら実施し、児童生徒の見守り活動の

推進と地域へのあいさつ運動の浸透を図った。 

課 題 
 あいさつの定着、子どもたちの見守りのため、今後も継続して行くこと

が必要である。 
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 ⑵ 学校教育の充実 

 

  ① 確かな学力の育成 

 

   ・放課後学力向上事業等の推進 

概 要 

 平成２６年度から学力向上フォローアップ事業「そよ風教室」として、

教職員ＯＢが指導者となって、学習意欲をさらに高めるため、児童・生徒

を対象に、個々のニーズに合わせた学習指導を実施している。 

 小学生クラス（増穂教室１８人、鰍沢教室１３人） １６回 

 中学生クラス（１８人） １６回 

成 果 

 新型コロナウイルス感染症の影響もあり、途中休講もあったが、教室内

の換気、消毒の徹底を行いながら、通年開講することが出来た。 

また、小学生増穂教室、中学生クラスの会場を、富士川町児童センター

に変更したことで、より快適な環境のなかで、学習することが出来た。 

課 題 

 学習意欲を持っている子や、学力の定着が十分でない児童生徒の支援策

として「そよ風教室」については、継続的に行うことが望ましい。 

 また、町の行事や学校行事と重ならないように、綿密な日程調整を行う

必要がある。 

 

   ・各種検定への補助事業 

概 要 

 学習意欲と学力の向上を図るため、中学生が受ける英語や漢字、数学の

検定に対して、補助金を交付している。今年度は、１３７人（増穂中１２

８人、鰍沢中９人）が受検した。 

成 果  検定にチャレンジすることで学習意欲の向上につながっている。 

課 題  今後も、中学生の学習意欲の向上のためにも継続が必要である。 

 

  ② 豊かな心の育成 

 

   ・規範意識の向上など道徳教育の推進 

概 要 
 生命の尊さを感じる心や思いやりの心、規範意識の向上などを図るため

の道徳教育を実施した。 

成 果 

 「特別の教科 道徳」の趣旨を踏まえた学習指導において、全教職員が

共通理解のもと、児童・生徒の豊かな心の育成を目指して、実践的な活動

や研究を推進することができた。 

 また、学校開放日に道徳授業を公開したり、お年寄りや地域の方等との

交流により、地域に根ざした道徳的実践活動を推進することができた。 

課 題 
 児童が物事をより広い視野から多面的・多角的に考えられるよう、活動

についてさらに工夫・改善を行っていくことが必要である。 
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   ・いじめの未然防止・不登校の学校全体での取り組み体制の整備 

概 要 

 管内全ての学校において「いじめ防止基本方針」が策定されており、い

じめ防止等を総合的かつ効果的に推進している。 

 また、平成３０年２月に「富士川町いじめ防止基本方針」、令和３年３

月に「富士川町いじめ問題対策連絡協議会等設置条例」が制定され、いじ

め問題の防止に向けた体制整備が進められている。 

成 果 

 各学校がいじめ防止基本方針に基づき、いじめの未然防止、早期発見、

早期解決のための様々な対策に取り組んでいることから、いじめ問題の解

消につながっている。 

課 題 

 いじめ防止基本方針に基づく対策をより実効的に行うため、「富士川町

いじめ問題対策連絡協議会」の体制整備を行い、学校内での、更なるいじ

めの未然防止、早期発見、早期解決の取り組みを行っていく必要がある。 

 

   ・読書活動の推進と拡充 

概 要 
 各学校に町単で学校司書を配置し、図書活動等の充実を図っている。 

 また、学校全体で朝読書を推進している。 

成 果 

 司書による連絡会を開催し、意見交換や情報の共有により、読書活動等

の充実が図られた。 

 朝読書を通して、読書に対する意識を高めることができている。 

課 題  今後も、学校全体で、読書活動の拡充に努めていく必要がある。 

 

   ・子どもから相談できる体制の充実 

概 要 

 学校相談員の訪問による小学校を中心とした相談業務を実施している。 

 また、令和２年度からは、管内全ての学校においては、県のスクールカ

ウンセラー活用事業を活用した相談業務を実施している。 

成 果 
 気軽に相談できる体制がつくられており、児童生徒はもとより、教師、

保護者も相談に訪れている。 

課 題 
 児童生徒の諸問題に対するきめ細かな指導を図るためにも、カウンセリ

ング実施日の増加を引き続き県へ要望していく必要がある。 
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 ③ 健やかな体の育成 

 

   ・食に関する指導計画の作成による食育の推進 

概 要 

 富士川町食育推進計画に基づき、教育課程における各学校の食に関する

指導計画を策定し、給食主任や栄養教諭を中心に食に関する指導を行って

いる。またＪＡに地産地消の取組について協力を求め、日頃から給食セン

ター職員・栄養教諭等が情報交換を行っている。 

成 果 
 給食や授業の中で食に関する情報を発信することで、残さず食べる習

慣・マナー・食事バランス・生産者に対する理解が深まっている。 

課 題 
 今後も、各学校で食に関する学習を進めるなかで、学校給食センターと

連携した取組みが必要とされる。 

   

 ・防災計画に基づく安全教育の推進 

概 要 
 毎年度、各学校において学校防災計画を策定し、その計画を基に、防災

訓練や児童・生徒の引渡し訓練などを実施している。 

成 果 

 訓練を行う中で、自主的・能動的に行動する力を育んでいる。 

また、引渡し訓練においては、保育所・小学校・中学校合同で実施する

ことで、多子世帯への対応を心がけている。 

課 題 

 児童・生徒が自然災害等の危険に際して、自らの命を守り抜くため、主

体的に行動する態度や危険予測・回避の能力を身につけることなどへの取

り組みを、さらに継続していく必要がある。 

また、より一層、学校の防災強化を図るため、全学校共通の危機管理マ

ニュアル、避難所運営マニュアル、学校版タイムラインの策定についての

学習会開いている。 

 

  ④ 特別支援教育の充実 

概 要 

・ニーズに応じた特別支援教育の充実 

  児童・生徒の実態を把握し、町単講師・町単特別支援員を配置し、そ

れぞれのニーズに見合った教育を行っている。 

  また、情緒障害等の特徴を持った個に対応できるよう、町単の特別支

援員を配置している。 

・個別の指導・支援計画による支援体制の整備 

  校内に配置した特別支援コーディネーターを中心に、必要に応じて個

別の指導計画や支援計画を作成し、一貫した支援体制を整備している。 

・関係機関との連携強化と相談体制の充実 

  就学前の幼児については、保育士・保健師・臨床心理士・教員と連携

し、保育所巡回相談を実施して、情報共有を行い、個に応じた就学先を

決定している。 

  また、既に就学している児童・生徒についても、校内の特別支援コー
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ディネーターを中心に、保健師・臨床心理士と情報連携を図っている。 

  教育委員会においては、児童・生徒にあった就学先の決定を行うため、

１年を通して就学相談を実施し、保護者との合意形成を図っている。 

成 果 
  個の持てる力を高め、生活や学習上の困難を克服するための、適切な

指導及び必要な支援ができている。 

課 題 

  課題を抱えた児童・生徒の状況に応じた、特別支援員の配置が必要で

ある。 

  また、町の障害児福祉計画に基づき、保健、医療、保育、教育関係機

関等が連携を図るための協議の場を設置について検討する必要がある。 

 

  ⑤ 時代の要請に応える教育の推進 

 

   ・小学校の外国語教育の推進 

概 要 

 新学習指導要領により、令和２年度から５，６年生は外国語教育が教科

化され、３，４年生は外国語活動が導入されたことから、町内小学校にお

いては、英語専科教諭１名とＡＬＴによる教育活動が行われた。 

成 果 

 音声を中心に外国語に慣れ親しませる活動を通じて、言語や文化につい

て体験的に理解を深めるとともに、積極的にコミュニケーション能力の素

地を養うことができた。 

課 題 
 英語専科教諭の配置・増員等について、引き続き県に要望していくこと

が必要である。 

 

   ・ＩＣＴ教育を推進し情報教育の充実 

概 要 

 学校のＩＣＴ教育環境の充実を図るため、平成２７年度から、ＩＣＴ整

備計画に基づき、タブレットや電子黒板、実物投影機などを順次整備して

いる。 

 また、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、令和２年度末までに、児童

生徒１人１台タブレットの整備が完了した。 

成 果 

 ＧＩＧＡスクールの本格稼働に向けて、ＩＣＴ支援員による各学校を巡

回した学習支援を行うとともに、中学校２校をオンラインで結んだ、交流

授業を実施した。 

課 題 

 タブレットやスマートフォン等の情報通信機器の普及に伴い、安全・安

心なＩＣＴ教育を実現するため、児童生徒の情報モラルを高める教育が必

要である。 

 また、ＧＩＧＡスクールの継続には、機器の更新等予算が過大であるた

め国県に対する財政的支援等の要望が必要である。 
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   ・地域に開かれた学校の運営 

概 要 

 増穂南小学校では、「知・徳・体」のバランスのとれた人間性豊かな児

童の育成を図るため、学校と保護者、地域がともに知恵を出し合い、学校

運営に意見を反映させることが出来る学校運営協議会制度（コミュニティ

スクール）を平成３０年４月に設置した。 

成 果 

 地域人との関わりを深める教育活動を行うことで、地域を愛する心を養

うとともに、児童が社会参画や自立に必要な能力を身につけることが出来

た。 

課 題 
 よりよい学校運営を行うためには、引き続き、保護者、地域住民、教職

員の人材育成に向けた研修等を検討する。 

 

  ⑥ 教育環境・施設の整備・充実 

 

   ・町単講師や支援員の配置によるきめ細かな教育の推進 

概 要 
 複式学級の解消や、子どもたち一人ひとりの状況に応じたきめ細かな教

育を行うため、各学校に町単講師・町単特別支援員を配置している。 

成 果 

 増穂南小学校においては、複式学級が解消され、より細かな教育が推進

できている。 

 また、講師・支援員を配置することで、ティーム・ティーチングによる

きめ細やかな学習指導ができ、個に応じた指導が可能となっている。 

課 題  児童・生徒の教育環境の充実のため、今後も配置が必要である。 

 

   ・老朽化が進む学校施設の整備・改修 

概 要 

 今年度の改修事業の主な工事（委託を含む）については、次のとおりで

ある。 

  ・増穂小学校校舎外壁塗装改修工事（第Ⅱ期工事） 

   ５３，８４５，０００円 

 ・増穂小学校エアコン設置工事（日本語教室、調理室、図工室） 

  １０，１５３，０００円 

 ・鰍沢中学校エアコン設置工事（調理室、図工室、被服室） 

   １３，５３０，０００円 

成 果  各種改修工事を行うことで、より良好な教育環境を整えることができた。 

課 題 
 いずれの学校施設も老朽化が進んでいることから、富士川町長寿命化計

画に基づいた、計画的な改修を行っていく必要がある。 
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   ・就学援助費の支給 

概 要 

 経済的理由により就学が困難であると認定した児童・生徒の保護者に学

用品等の費用の支給を行っている。 

 今年度は、児童生徒５２名の保護者に対し補助を行った。 

成 果  保護者の経済的負担の軽減が図られている。 

課 題  今後も継続することが必要である。 

 

   ・学校給食費減免事業 

概 要 

 町内小中学校に在籍する児童・生徒の保護者が負担する学校給食費につ

いて、保護者の経済的な負担を軽減し子育て支援を推進するため、給食費

の一部を減免している。（第２子は半額を免除、第３子以降は全額を免除） 

 ４７４名の児童生徒に対し、１５，３４２，３１２円の減免を行った。 

成 果 
 事業の目的である、保護者の経済的負担の軽減及び子育て支援の推進が

図られている。 

課 題  今後も事業を継続することが必要である。 

 

   ・スクールバス運行 

概 要 

 小学校の統合により、徒歩通学が困難で、利用できる公共交通機関がな

い児童・生徒に対して、スクールバスを運行し通学手段を確保している。 

 運行は、増穂線・鰍沢線の２路線を運行しており、鰍沢線は運行を委託

している。 

 スクールバス運行委託料 ５，５４４，０００円 

成 果  児童生徒の登下校の利便が図られている。 

課 題 
 今後も、利用する児童・生徒が安全でスムーズに登下校できるよう、学

校と委託業者が連携を取り調整を行うことが必要である。 
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 ⑶ 社会教育の充実 

 

  ① 公民館事業の充実 

 

   ・移動公民館、各種セミナー等の開催 

概 要 
 中央公民館講座として、「富士川町の歴史を学ぼう」「バルーンアート

教室」「月の観察会」及び「クラフトテープ手芸教室」等を開催している。 

成 果 

 令和３年度は、感染症対策に十分留意しながら、中央公民館講座の「富

士川町の歴史を学ぼう」などの６講座を実施した。例年実施している「月

の観察会」は感染症防止対策のため中止となったが、新たな講座として「ス

マホ教室」や「ＳＤＧｓ講座」を開催し、好評を得た。（延べ参加者数１

７８名） 

課 題 
 今後も新たな講座や人気の講座の開催を継続し、より多くの方に学習機

会を提供する必要がある。 

 

   ・公民館改修・修繕事業費補助制度による公民館機能の強化 

概 要  町地区公民館改築、改修・修繕事業費補助制度の説明を行っている。 

成 果 

 令和３年度は、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、公民館及び類似施設の水道蛇口を、肘などで操作が可能なレバー式へ

の改修に対し、補助を行った。（５区３３箇所） 

 また、大椚地区公民館において、トイレ改修工事を実施したため制度に

基づき補助を行った。 

課 題 
 今後も、改修事業等が計画的に行えるよう３ヶ年の事業計画を提出して

もらい、計画に沿った事業実施と支援を進める。 

 

  ② 学習情報の提供・広報の充実 

 

   ・各種生涯学習講座や教室などへの学習情報の提供と啓発 

概 要 
 公民館講座などの開催情報は、広報誌への掲載により各戸配布し、周知

を行っている。 

成 果 
 広報紙の全戸配布や公共施設への掲示を行うとともに、ＬＩＮＥなどの

ＳＮＳで多くの町民への周知を図った。 

課 題 
 今後も学習情報の提供として、広報誌やＳＮＳを利用し情報提供を行っ

ていくことが必要である。 
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  ③ 生涯学習機会の充実 

概 要 

 多様化する生涯学習に関するニーズに対応するため、寺子屋学級として、

写真教室、ペン習字教室、児童文学創作教室、陶芸教室、筝曲教室、コー

ラス教室を実施している。 

成 果 

 コロナ禍が続く中、感染症対策に留意し令和３年度も例年通りの教室を

実施することができた。基礎から高度な技術まで学習でき、また、講師か

ら各自の創作作品の指導を受け、参加者から好評を得た。 

課 題  今後も生涯学習の主要事業として継続して取り組む必要がある。 

 

  ④ 生涯学習施設の整備・充実 

 

   ・学習拠点となる中央公民館の施設整備と充実 

概 要 
 平成２８年度から、中央公民館機能と生涯学習機能を町民会館へ機能移

転している。 

成 果 

 令和３年度は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種会場として使

用したため、４月１日から１１月１５日まで休館とした。休館中は、代替

施設を用意し、利用者がこれまでどおり活動が行えるよう管理運営を行な

った。 

課 題 
 コロナ禍が続いてはいるが、今後も引き続き、感染症対策を行いながら、

多くの人が安心安全に利用できるよう努めていく。 

 

   ・町立図書館の施設整備と機能の充実 

概 要 

国の合同庁舎に合築される富士川町立図書館については、令和２年６月

に国土交通省関東地方整備局と富士川地方合同庁舎（仮称）新設工事の受

託契約を締結し、令和３年３月に工事が着工された。 

 図書の購入においては、これまでと同様の町民図書館新規図書購入（令

和３年度購入冊数１，０１１冊、１，７５０，０００円）の他、町立図書

館オープン図書購入（令和３年度購入冊数２，９０９冊、９，９９９，９

９６円）を行った。 

成 果 

令和３年度の富士川地方合同庁舎新設工事負担金の支払いを行った。 

 町民図書館では、感染対策を徹底し、コロナ禍でも行えるイベントを開

催した。 

広報やＨＰで新着図書や推奨本の紹介を行なった。 

課 題 
新図書館の開館までのスケジュール管理を行い、効率的に作業を進めて

いく必要がある。 
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 ⑷ スポーツの振興 

 

  ① 町民皆スポーツ活動の推進 

 

   ・各種スポーツ事業の見直し 

概 要 

 令和３年度は、「町民体力測定会」、「第１２回富士川町ふれあいラジ

オ体操会」、「第８回ゆずの里絶景ラン&ウォーク大会」、「軽スポーツ

教室」などを計画していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止により、

昨年と同様「第１２回富士川町ふれあいラジオ体操会」のみ開催した。 

 人と人との間隔を十分にとり、開催されたラジオ体操会は６６０人の参

加者であった。 

成 果 

 新型コロナウイルス感染拡大防止により、計画していた事業が軒並み中

止となったが、ふれあいラジオ体操会は開催し、昨年を上回る参加者があ

った。 

課 題 

 今後は、ウイズコロナの時代を工夫しながら事業の見直しを行い、今ま

でと同じやり方ではなく、誰もが安心してスポーツ活動に参加しやすい環

境づくりを行うことが必要である。 

 

   ・地域住民への情報の提供、各種スポーツ教室の開催 

概 要 

 各種のスポーツ教室を町広報誌等で周知し、スポーツ協会やスポーツ推

進委員協議会との共催も合わせ、ソフトテニス教室（春季・秋季）、小学

生陸上教室、テニス教室、小学１年生水泳教室、弓道教室、フラバールバ

レーボール教室、スキー・スノーボード教室など１０教室を計画した。 

成 果 
 令和３年度は、感染症対策を徹底し、ソフトテニス教室（春季・秋季）、

小学生陸上教室、テニス教室を開催することが出来た。 

課 題 
 ウイズコロナの時代を工夫し、各種スポーツ教室を開催出来るように対

策を講じる必要がある。 

 

   ・生涯にわたるスポーツ活動の推進 

概 要 
 幅広い世代で行う「第 12 回町スポーツレクリエーション祭」を２月２７

日に開催を予定し、新種目のボッチャも行う予定であった。 

成 果 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。 

課 題 
 ウイズコロナの時代を工夫し、種目の見直しや開催時間などの対策を講

じる必要がある。 
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   ・地区単位での軽スポーツ普及指導 

概 要 

スポーツ推進委員協議会による出前講座として、軽スポーツ教室を計画

し、スポーツ協会支部においては、支部長や地区の体育委員が中心となり、

軽スポーツ教室（囲碁ボール・グラウンドゴルフ）等の計画をした。 

成 果  新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。 

課 題 
 ウイズコロナの時代を工夫し、町民が安心して参加できる対策を講じる

必要がある。 

 

   ・スポーツ協会、自主活動団体やグループの育成 

概 要 

 スポーツ協会（１５支部と２７専門部で構成）は、全町民により組織さ

れる社会体育の振興に重要な団体であるため、町補助金を交付し活動を推

進した。（令和３年度交付額２，９９３，２９８円） 

「町体育祭り」、「駅伝大会」の開催、「県体育祭り」の参加など、各

種事業を計画し、町民の健康づくり、生涯スポーツ、競技スポーツ等の普

及に大きく貢献している。 

成 果 
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、体育祭り、駅伝大会などスポ

ーツ協会の主催する主要事業は中止となった。 

課 題 

 ウイズコロナの時代を工夫し、町民が安心して参加できる対策を講じる

必要がある。 

 種目や開催時間、支部対抗の見直しが必要である。 

 

   ・スポーツ合宿を通じた県外スポーツ団体との交流による競技力向上 

概 要 

 町ホームページにおいてスポーツ合宿受入のＰＲを行っている。 

 プール施設については、毎年利用がある団体の受け入れを予定していた。 

 その他、殿原の野球場、いきいきスポーツ公園の団体受け入れも予定し

ていた。 

成 果 

 令和３年度は利用制限をかけ、町営プールの開放を行ったが、県知事の

外出自粛要請やまん延防止地域に指定されたことにより、プール開放を途

中で中止し県外団体の受け入れも途中で中止となった。 

課 題 
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  ② 地域総合型スポーツクラブ活動の推進 

 

   ・かじまるスポーツクラブの育成 

概 要 

 かじまるスポーツクラブは、ウォーキング、グラウンドゴルフ、ラージ

ボール卓球、ソフトテニス、ヨガ教室を定期開催しており、社会体育担当

が、事務局として事務的な補助を行っている。（令和４年３月末の会員数

６５名） 

成 果 
 事務局として事務的な補助を行うことで、活動の推進につながっている。 

 令和３年度は感染対策を徹底し、コロナ禍以前と同様の活動を再開した。 

課 題 
 高齢化が進むなか、若い世代の会員を増加するよう、新たな事業等の計

画やＰＲを行っていく必要がある。 

 

   ・いつでも、どこでも、だれもが楽しめる生涯スポーツの研究、普及 

概 要 
 かじまるスポーツクラブでは、各種目を定期開催しており、特にヨガ教

室が参加者の増につながっている。 

成 果 

 かじまるスポーツクラブにおいては、いつでも、どこでも、だれもが楽

しめる生涯スポーツの普及に努め、普段運動をしない方が、運動に接する

契機となっている。 

 各種目において大会を開催し、町外にもアピールし会員の増加に努めて

いる。 

課 題 

 引き続き、だれもが楽しめる生涯スポーツを研究し、今後は、ウイズコ

ロナの時代を工夫しながら普及、活動、会員の増加に努めていく必要があ

る。 

 

   ・スポーツ指導者バンクの活用 

概 要 

 山梨県スポーツ指導者バンクは近年活用実績がないが、かじまるスポー

ツクラブやスポーツ協会専門部、スポーツ推進委員協議会を講師として活

動している。 

成 果 
 令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、地区へ出向いて

の活動など出来なかった。 

課 題 
 ウイズコロナの時代に向けて、徐々に地区へ出向いていく。 

 

 

  ③ 体育施設の充実 

 

   ・気軽に体力づくりができるトレーニングセンターの開設 

概 要 

 平成２８年４月１日より、㈱ブルーアースジャパンに指定管理委託を行

い、ブルーアースＭＹ－ＢＯＤＹ富士川としてトレーニングセンターの運

営を行っている。 
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 令和３年度は指定管理を再指定しトレーニング室の運営を行っている。 

成 果 

 大型商業施設内にトレーニング室を設け、指定管理者委託を行うことに

より、トレーニング内容が充実され、幅広い年齢層の利用があり、町民の

健康づくりや体力づくりに寄与している。 

 令和４年３月末  

・サーキット会員 ３１２名 

 ・ジム会員 ３０７名 

 ・年間延べ利用者 １２，７６７名（Ｒ２年度 ８，１５３名） 

 令和３年８月からは、コロナ禍による利用者の減少の回復と分散利用を

考慮し、24 時間営業を実施した。 

課 題 

 年間延べ利用者数が 24 時間営業の開始に伴い徐々に回復傾向にあるが、

コロナ禍以前にはまだ時間がかかると思われる。今後、指定管理者である

㈱ブルーアースジャパンの他店舗との連携や新しいメニュー、体験教室等、

利用しやすい環境を作っていく必要がある。 

 

   ・スポーツ施設の装備・器具の充実 

概 要 

 令和３年年度は、利根川公園プール塗装改修、大法師公園テニスコート

人工芝張り替えを行った。 

 ・利根川公園プール塗装改修         １，１００，０００円 

 ・大法師公園テニスコート人工芝張り替え   １，２５４，０００円 

 ・鰍沢小学校体育館照明安定器交換        ２０１，３００円 

 ・鰍沢中学校体育館可動式バスケットゴール修繕  ２９３，１５０円 

成 果 

 利根川公園プール塗装により清潔なプール運営となった。 

大法師公園テニスコート人工芝張り替えにより、利用者が安全に利用で

きるようになった。 

鰍沢小学校体育館照明安定器交換により、照度が上がった。 

鰍沢中学校体育館可動式バスケットゴール修繕により、バスケットボー

ルが２面利用できるようになった。 

課 題  各施設の老朽化に伴い、計画的な修繕や装備・器具の更新が必要である。 

 

概 要 

 いきいきスポーツ公園は令和元年度から貸出しがはじまり、人工芝のグ

ラウンドは週末には利用者が常に使用している状況である。 

 トラックも高校生の部活動、小学生陸上教室、スペシャルオリンピック

ス等の陸上競技の練習を行っている。 

 令和３年度は夜間照明設備と外トイレの設置がされ、令和４年度から供

用開始となる。 

成 果  駐車場整備や天然芝の植栽がされ、利便性が図られた。 

課 題  今後は遊具の設置、南側駐車場整備、散策路の整備を行う。 
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 ⑸ 芸術・学術文化の振興 

 

  ① 文化芸術に親しむ機会の充実 

 

  ・文化意識の醸成・高揚のための情報の充実 

概 要 
 文化協会専門部の、短歌、川柳を町広報誌に「ふじかわ文芸」のコーナ

ーを設け毎月２部門でそれぞれ３首の作品の掲載を行っている。 

成 果 
 コロナ禍により活動発表の場が少ない中、広報誌への掲載により、創作

意欲の向上につながった。 

課 題 
 会員の文化意識の高揚や創作意欲の向上を図るため、今後も継続する必

要がある。 

 

   ・文化イベントや相互研修による文化交流の促進 

概 要 

・初心者及び中級者向けの文芸教室を９月上旬から順次開講している。 

・文化協会専門部による寺子屋学級を開講し、年間を通じて初心者から上

級者まで、一緒に学ぶ機会を設けている。 

成 果 

・令和３年度も文芸教室を開催する予定で周知を行ったが、全国的に感染

者が増加したため、急遽中止とした。 

・寺子屋教室は、６教室が開講されて写真教室１９人、陶芸教室１８人、

筝曲教室７人、コーラス教室１６人、児童文学創作教室１０人、ペン字

教室４人の合計７４人が受講した。年間を通じて初心者から上級者まで、

一緒に学ぶことができた。 

課 題 

・文芸愛好者を増やすため、新たな教室の開催も検討しているが指導者も

高齢化が進む難しい状況である。 

・寺子屋教室は年間を通じて教室を開講しているので、今後も各学級の育

成と支援を図っていく必要がある。 

 

   ・芸術芸能の鑑賞、作品展示・発表機会の拡充 

概 要 

 これまで２日間で開催していた町民文化祭「芸能フェスティバル」を、

令和元年度から１日での開催としている。町民文化祭「文化展」は、１１

月に開催し、美術や文芸作品など多くの作品が寄せられている。 

成 果 
 令和３年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止により、町民文化祭に

ついては中止とした。 

課 題   
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  ② 文化団体の支援 

    

・文化協会、文化グループなどの文化団体の育成、支援 

概 要 
 文化協会の育成と活動支援のため、補助金１，４８５，０００円を交付

している。 

成 果 

 令和３年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため専門部の活動も

制限されてしまい、思うような活動が行えず、町からの補助金も２９９，

４８２円となった。コロナ禍ではあったが、各専門部で感染症対策に留意

し、自己研鑽や文化の普及に積極的に取り組めるよう努めた。 

課 題 
 感染症対策に十分留意し、今後も引き続き、文化団体の育成、支援活動

の充実を図っていく必要がある。 

 

   ・文化団体の自主的な文化活動の支援 

概 要 
 文化協会から加盟団体への活動費補助金を１団体につき、２０，０００

円交付している。 

成 果 

 令和３年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため加盟団体（専門部）

の活動も制限される中、１団体が感染症対策に留意し独自の事業を行った

ため、活動費に補助金交付を行い活動支援の一端を担った。 

課 題 

 加盟団体（専門部）が安心して活動できるよう環境支援に努めるととも

に、活動の活性化を支援できるよう各専門部の活動への支援を継続してい

く必要がある。 

 

   ・文化団体との情報の共有化による情報の提供 

概 要 

 県文化協会連合会（県民文化祭）等の町外活動イベントに、本町文化協

会専門部員の練習成果の発表を行える場の情報提供を行い、文化協会専門

部へ情報を共有化している。 

成 果 
 令和３年度もコロナ禍が続く中、県民文化祭等では一部のイベントが開

催されたため、助成事業等を含め、必要な情報の共有化を図った。 

課 題 

 新型コロナウイルス感染拡大防止により練習成果の発表の場が少なくな

っているため、県からの文書による情報や、県のホームページ等による情

報を注視し、文化協会専門部へ迅速な情報共有に努める。 
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  ③ 文化財・伝統芸能の保存伝承 

 

概 要 

文化財は地域の歴史や文化の成り立ちを理解する上で、欠くことのできな

い資産であり、現在、町内には、国指定２、県指定１１、町指定４１の文

化財がある。 

文化財保護審議会委員を中心に史跡又は天然記念物等の保護、並びに無

形文化財の継承支援に努めている。 

 また、貴重な文化財や町の歴史を後世に伝え、生涯学習や地域振興など

への活用を推進するため、資料館整備を進めている。 

 「富士川町の歴史を学ぼう（講座）」を開催し、地区名の由来や舟運を

はじめ富士川町の歴史を学び、町内の文化財等を学習する機会としている。 

 また、日本の伝統文化を体験する「伝統文化子ども教室（お琴・茶道）」

を開催している。 

 古文書の整理、郷土叢書の刊行を計画的に行っている。 

 日本の伝統芸能の一つとして地域に息づいている和太鼓を後世に引き継

ぐとともに、和太鼓のもつ魅力を広く伝えていくため、「富士川町太鼓フ

ェスティバル」を開催している。 

成 果 

 令和３年度も新型コロナウイルス感染拡大防止により、「富士川町太鼓

フェスティバル」については中止とした。 

伝統文化の体験については、感染症対策に留意しながら実施し、参加者

の伝統文化への関心が高まった。 

令和３年度は、県のほ場整備に伴う大久保広見遺跡の試掘調査を実施し、

遺跡の適切な保護と保存に努めた。 

資料館を備えた歴史文化施設の整備のため、展示内容の検討委員会の開

催を進め、検討委員会の意見を反映した設計書が完成した。また、古文書

整理においても富士川舟運の資料整理と文献保存に力を入れ、富士川町郷

土資料叢書第 6 巻を発行した。 

課 題 

歴史文化施設については、小中学生の総合学習や富士川舟運の歴史研究

者にも参考となる展示施設となるよう、令和４年度に展示資料を作成して

いく。 

 今後も文化財の適切な維持管理及び保護保存をしていくとともに、引き

続き新たな文化財の発掘に努めることが必要である。 
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  ④ 文化ホールの有効活用  

 

  ・指定管理による各種芸術文化事業の推進 

概 要 
 「一般社団法人ふじかわ」に指定管理委託を行い、効率的な管理運営及

び富士川町の文化振興施策の推進を行なっている。 

成 果 

 令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止や延期と

なったイベントがあった。観覧席の抑制など感染症対策に留意しながら、

「富士川町の歌」作曲者の池田綾子さんらによる「音と光り絵コンサート」

を含めた７本のイベントが実施され、芸術文化の推進が図られた。 

課 題 
 町民ニーズを反映した事業展開が行えるよう、指定管理先の一般社団法

人ふじかわと連携し、必要なサポートをしていく必要がある。 

 

  ・身近な芸術文化情報の提供 

概 要 
 指定管理先の「一般社団法人ふじかわ」の各種事業を広報誌で周知を行

なっている。 

成 果 

 毎月、広報紙に文化ホールのページを確保し、各種事業の紹介を行うと

ともに、ＬＩＮＥなどのＳＮＳで多くの町民に幅広く情報の周知が行うこ

とができた。 

課 題 
 今後も広報誌やＳＮＳを最大限に活用し、各種事業への参加を呼び掛け

ていく必要がある。 

 

   ・施設設備の充実 

概 要 
 ホール内の環境改善を図り、利用者の利便性を向上させるため、必要な

整備を実施している。 

成 果 

令和３年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、新しい生活様

式が求められ、文化庁の補助金を活用しながら空調設備の改修する環境整

備を実施した。 

課 題 
 今後も利用者の利便性を向上させるため、必要な設備の改修をしていく

必要がある。 
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Ⅳ．富士川町教育大綱（抜粋） 

 

 教育振興の施策 

 

 ⑴ 家庭・地域・学校の連携 

 

  ① 家庭教育、幼児教育の充実 

   ・就園奨励事業の推進、幼児教育の振興 

   ・青少年育成区民会議の継続開催 

   ・相談支援体制の充実 

   ・地域ぐるみの食育の推進 

   ・家庭での子育て力の醸成 

   ・子どもに生きる力を育める環境づくりの推進 

 

  ② 青少年健全育成 

   ・異年齢交流キャンプ等による自然体験の開催 

   ・青少年団体活動を通じた子どもたちの健全育成 

   ・子どもと大人のふれあいの機会の増加 

   ・地域ぐるみの子育て健全育成の取り組み 

 

  ③ 安全安心な地域づくり 

   ・スクールガードリーダー、１１０番の家など防犯活動の充実 

   ・地域ぐるみの安全・安心への取り組み 

   ・子どもの人権に対する意識の高揚 

   ・交通事故防止対策の推進 

   ・チャイルドシートの利用促進 

 

 ⑵ 学校教育の充実 

 

  ① 確かな学力の育成 

   ・発達段階に応じた基礎的・基本的な知識や技能の習得 

   ・小学生における言語活動や理数教育の充実 

   ・中学生における思考力・判断力・表現力の育成 

   ・学習指導の工夫・改善 

   ・課題解決型の学習テーマの積極的導入 

   ・放課後学力向上事業等の推進 

 

  ② 豊かな心の育成 

   ・規範意識の向上など道徳教育の推進 

   ・いじめの未然防止・不登校の学校全体での取り組み体制の整備 
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   ・読書活動の推進と拡充 

   ・子どもから相談できる体制の充実 

 

  ③ 健やかな体の育成 

   ・児童生徒の発達段階に応じた適切な体育指導 

   ・生涯にわたって運動に親しむ習慣や意欲・能力の育成 

   ・食に関する指導計画の作成による食育の推進 

   ・防災計画に基づく安全教育の推進 

 

  ④ キャリア教育の推進 

   ・体系的・系統的なキャリア教育の推進 

   ・発達段階に応じた、望ましい勤労観・職業観の醸成 

 

  ⑤ 特別支援教育の充実 

   ・ニーズに応じた特別支援教育の充実 

   ・個別の指導・支援計画による支援体制の整備 

   ・関係機関との連携強化と相談体制の充実 

 

  ⑥ 時代の要請に応える教育の推進 

   ・ふるさとの歴史や伝統文化の学びの取り組み 

   ・小学校の外国語教育の推進 

   ・自然エネルギー活用や省エネ活動等環境教育の推進 

   ・ＩＣＴ教育を推進し情報教育の充実 

   ・地域に開かれた学校の運営 

   ・小・中学校の連携強化 

 

  ⑦ 教育環境・施設の整備・充実 

   ・町単講師や支援員の配置によるきめこまかな教育の推進 

   ・老朽化が進む学校施設の整備・改修 

   ・老朽化している給食施設の整備・改修 

   ・防災用品の整備や地域避難所としての機能の充実 

 

 ⑶ 社会教育の充実 

 

  ① 公民館事業の充実 

   ・移動公民館、各種セミナー等の開催 

   ・公民館改修・修繕事業費補助制度による公民館機能の強化 

 

  ② 学習情報の提供・広報の充実 

   ・他市町との情報の共有化による情報の提供 
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   ・学習相談体制の強化 

   ・各種生涯学習講座や教室などへの学習情報の提供と啓発 

   ・情報教育の充実と推進 

 

  ③ 生涯学習機会の充実 

   ・幼児から高齢者まで各世代や成長過程に応じた学習機会の提供 

   ・多様化、高度化する学習意欲を満たす学習プログラムの提供 

   ・学習指導者の発掘、活動団体の育成 

   ・生涯学習指導者、文化ボランティアの育成 

   ・町民の学習意欲に応える指導体制の確立 

   ・自主的、自発的な学習活動への支援 

 

  ④ 生涯学習施設の整備・充実 

   ・学習拠点となる中央公民館の施設整備と充実 

   ・町立図書館の施設整備と機能の充実 

 

 ⑷ スポーツの振興 

 

  ① 町民皆スポーツ活動の推進 

   ・各種スポーツ事業の見直し 

   ・スポーツ・レクリエーション指導者の養成強化 

   ・地域住民への情報の提供、各種スポーツ教室の開催 

   ・生涯にわたるスポーツ活動の推進 

   ・地区単位での軽スポーツ普及指導 

   ・体育協会、自主活動団体やグループの育成 

   ・スポーツ合宿を通じた県外スポーツ団体との交流による競技力向上 

 

  ② 地域総合型スポーツクラブ活動の推進 

   ・かじまるスポーツクラブの育成 

   ・自主的なスポーツサークルの育成・充実 

   ・いつでも、どこでも、だれもが楽しめる生涯スポーツの研究、普及 

   ・スポーツ指導者バンクの活用 

   ・地域に密着した指導者や専門的知識・技術を有する指導者の養成・確保 

 

  ③ 体育施設の充実 

   ・水辺空間を利用した総合運動公園の建設 

   ・町民体育館の移設に伴う機能の充実 

   ・気軽に体力づくりができるトレーニングセンターの開設 

   ・各種社会体育施設利用促進の運営体制の充実 

   ・スポーツ施設の装備・器具の充実 
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 ⑸ 芸術・学術文化の振興 

 

  ① 文化芸術に親しむ機会の充実 

   ・文化意識の醸成・高揚のための情報の充実 

   ・文化イベントや相互研修による文化交流の促進 

   ・芸術芸能の鑑賞、作品展示・発表機会の拡充 

   ・町民主体の文化活動の充実 

 

  ② 文化団体の支援 

   ・文化協会、文化グループなどの文化団体の育成、支援 

   ・文化団体の自主的な文化活動の支援 

   ・文化団体との情報の共有化による情報の提供 

 

  ③ 文化財・伝統芸能の保存伝承 

   ・文化財管理、保護への支援 

   ・文化遺産の保全、活用の意識の高揚と啓発 

   ・伝統文化、郷土芸能の継承のための後継者確保、育成 

 

  ④ 文化ホールの有効活用  

   ・身近な芸術文化情報の提供 

   ・文化創造・発信の場としての活動の推進 

   ・住民参加型事業の充実とその体制づくり 

   ・優れた芸術・芸能の積極的な提供 

   ・施設の効率的な運用 

   ・関係機関との連携による芸術文化の振興 

 

 


